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　４月１日 ( 水 )、管理センターで平成 27 年度
南小国町消防団の新入・昇格団員らへの辞令交
付式がありました。
　今年は、前団長の橋本一幸さんが退団。新団
長となった佐藤亨さんと共に解任・任命辞令が
交付された後、佐藤新団長が、10 人の新入団
員を含む 31 人の団員に各辞令を手渡しました。

■辞令交付式

南小国消防団

前団長　橋本　一幸　氏
　４月１日に東総務課長より退団の辞令を頂

き、３月 31 日をもって 41 年間の消防人生に

ピリオドを打ちました。色々ありましたが、

楽しかったことばかり思い出されます。最後

の３年間は幹部と全団員そして町民の皆様の

ご協力を頂きまして、団長まで務めさせて頂

いたことは、これからの私の人生の大きな誇

りにしたいと思います。

　ほっとする半面、寂しい気持ちにもなりま

すが佐藤団長を中心とする新幹部と全団員で

南小国町の安全と安心を守り貫いてもらうこ

とを信じています。

　これからも南小国町消防団のご活躍を期待

し、影ながら応援し続けます。

　これまで長い間お世話になった全ての皆様

にお礼を申し上げて、退団の挨拶と致します。

　ありがとうございました。

新団長　佐藤　亨　氏
　４月１日で橋本前団長の後任として、消防

団長に任命されました佐藤亨です。よろしく

お願い致します。

　さて、消防団活動は町民の生命・財産を守

るというような崇高な使命があります。近年

では火災はもとより、自然災害そして人命救

助など全国的に事故や災害が多く発生してい

ますが、本町では大事に至ってないことが幸

いです。

　そういった中で、消防団員としての１番大

切なことは、自分の命は自分で守るという

ことです。そのために様々な訓練を通して、

236 名の団員の士気を高め、あらゆる状況の

中でも町民の生命・財産を守っていきます。

　最後に、本年度阿蘇郡消防操法大会が 22

年ぶりに本町で開催される予定ですので、全

団員の力を結集して素晴らしい大会にしたい

と思います。町民の皆様にはご迷惑をおかけ

することもあるかと思いますが、ご支援をよ

ろしくお願い致します。
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○
新
入
団
員

　

第
２
分
団
１
部　

中
島　

貴
信

　

第
２
分
団
３
部　

杉　
　

幸
祐

　

第
２
分
団
３
部　

山
部　

元
治

　

第
２
分
団
６
部　

城
塚　

純
之
介

　

第
３
分
団
４
部　

井　
　

智
史

　

第
３
分
団
７
部　

井　
　

聡
也

　

第
３
分
団
７
部　

河
津　

翔
太

　

第
３
分
団
８
部　

穴
井　

憲
生

　

第
３
分
団
９
部　

佐
藤　

賢
二

　

第
３
分
団
10
部　

日
野　

秀
治

○
昇
格
団
員

　

副
団
長　

北
里　

桂
一

　

第
１
分
団　

　
　
　
　

分
団
長　

加
藤　

宏
文

　
　
　

副
分
団
長　

室
原　

淳
司

　

第
３
分
団

　
　
　
　

分
団
長　

佐
藤　

武
弘

　
　
　

副
分
団
長　

佐
藤　

文
幸

　
　
　

副
分
団
長　

佐
藤　

孝
生

　

第
１
分
団
２
部

　
　
　
　
　

部
長　

二
宮　

清
志

　
　
　
　
　

班
長　

俵　
　

辰
也

　

第
１
分
団
４
部

　
　
　
　

部
長　

北
里　

順
也

　
　
　
　

班
長　

佐
藤　
　

淳

第
２
分
団
１
部

　
　
　
　

班
長　

中
島　

国
光

第
２
分
団
６
部

　
　
　
　

部
長　

鞭
馬　

勇
治

　
　
　
　

班
長　

梅
木　

幸
誠

第
３
分
団
５
部　

　
　
　
　

部
長　

佐
藤　

隆
秀

　
　
　
　

班
長　

佐
藤　

勝
明

第
３
分
団
７
部　

　
　
　
　

部
長　

北
里　

久
幸

　
　
　
　

班
長　

井　
　

寿
臣

第
３
分
団
９
部

　
　
　
　

部
長　

三
嶋　

智
明

　
　
　
　

班
長　

北
里　

貴
司

第
３
分
団
10
部

　
　
　
　

部
長　

麻
生　

和
穂

　
　
　
　

班
長　

村
上　

貴
幸

○
退
職
団
員

第
１
分
団

　
　
　

分
団
長　

矢
津
田
道
夫

第
１
分
団
４
部

　
　
　
　

団
員　

住
吉　

隆
臣

第
２
分
団
１
部

　
　
　
　

団
員　

坂
本　

和
徳

第
２
分
団
３
部

　
　
　

元
部
長　

杉　
　

秀
秋

　
　
　
　

団
員　

安
藤　
　

俊

第
２
分
団
４
部

　
　
　
　

団
員　

中
島　

康
浩

第
２
分
団
６
部

　
　
　
　

部
長　

鞭
馬　

照
善

第
３
分
団

　
　

副
分
団
長　

井
野　

和
哉

第
３
分
団
５
部

　
　
　
　

部
長　

井　
　

慎
一

　
　
　
　

団
員　

佐
藤　

友
美

第
３
分
団
８
部

　
　
　

元
部
長　

平
野　

直
紀

第
３
分
団
９
部

　
　
　

元
班
長　

河
本　

孝
博

第
３
分
団
10
部　

　
　
　
　

部
長　

日
野　

束
穂

平
成
27
年
度
　
消
防
団
員
異
動
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南小国町役場　　職員配置
≪　町長部局　≫

課　名 課　長 審議員 係　名 係　長 職　　員

総務課 東寛児 佐藤徹

総務係 平野賢 井雄太・河津慶彦

財務係 （審議委員兼務） 利光幸太

管財係 松岡洋 河津直樹

まちづくり課 宅野幸広
企画商工観光係 武田啓二 橋本哲典・井野加奈・（新）齊藤智衣

広報情報係 本田圭一郎 佐藤健介（技労）・井薫・後藤亘

町民課 安藤勝郎
戸籍住民係 志賀美彩代 佐藤潤一・吉田大輔

保健衛生係 河津頼子 山本恵理菜・德丸さつき・（新）手嶋翔平

福祉課 坂本泰子 佐藤夏美

福祉係 穴井孝幸 佐藤亮・田北雅昭・（新）鞭馬隆善

保育児童係 河本孝博 林知佳

市原保育園 主任　　　
審議員兼務

日隈みゆき・後藤綾子
深田恵・玉目健悟

中原保育園 主任　　　
樋口瑞穂　 河津裕子・佐藤真実

黒川保育園 主任　　　
北里りえ子 椎名さゆり・佐藤亜希子

税務課 穴井秀房 本田洋茂

税務係 麻生孝哉 穴井幸太郎・岩下翔司

徴収係 日隈徹

地籍係 （審議委員兼務） 井野秀成・髙村祐矢

農林課 佐藤昭博
農政係 高村竜二 室原孝平・井野寛之

林政係 朝日康博

建設課 堀川一介 北里能蔵
土木係 佐藤淳 穴井建成・加賀誠也・（新）西小路将太

水道住宅係 穴井康治 　西山秀樹・下城達彦・児玉純一

会計課 木山明彦 会計係 山村真樹

≪　議会事務局　≫

議会事務局 下城孝浩

≪　教育委員会　≫

教育委員会 穴井博文
学校教育係 宮崎智博

社会教育係 栗原康宏 （新）河津一也

※（新）・・・新規採用

≪　退職者（年齢順）　≫　※（ ）内は最終役職
　　秋吉又夫（総務課長）　　河津博文（建設課長）　　工藤直也（議会事務局長）　　山田貢三（会計管理者）

　　武石緑　（教育委員会　主事）

　退職された皆さま、長い間お疲れ様でした。なお、新規採用職員は、13 ページのまちのわだいで紹介しています。
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熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　新
規
登
録
手
順（
か
ん
た
ん
設
定
）

①e
n
try

@
a
n
sh

in
.p
re
f.k

u
m
a
m
o
to

.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
込
む
。

②
返
信
メ
ー
ル
を
開
き
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
選
択
。

③
注
意
事
項
を
確
認
し
、「
同
意
す
る
」

ボ
タ
ン
を
押
す
。

④「
か
ん
た
ん
設
定
登
録
」
を
選
択
。

⑤
受
信
す
る
地
域
を
選
択
。

⑥
受
信
す
る
市
町
村
を
選
び
、「
次
へ
」

ボ
タ
ン
を
押
す
。

⑦「
設
定
完
了
」
ボ
タ
ン
を
押
し
、
画
面

を
閉
じ
る
。

熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
っ
て

ど
ん
な
も
の
？

　「熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

と
は
、
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
の
災
害
の

危
険
性
が
高
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
皆
さ

ん
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
気
象
情
報
や

河
川
水
位
情
報
を
配
信
す
る
も
の
で
す
。

登
録
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る
と
、県
内

の
気
象
警
報
・
注
意
報
や
土
砂
災
害
警
戒

情
報
、地
震
・
津
波
情
報
、火
山
情
報
（
阿

蘇
山
・
九
重
山
）の
ほ
か
、県
内
各
地
に
設
置

さ
れ
た
河
川
水
位
な
ど
の
情
報
を
発
表
後

す
ぐ
に
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。こ
の
メ
ー
ル

に
よ
り
、皆
さ
ん
が
必
要
な
防
災
情
報
な
ど

を
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。避
難
判

断
の
情
報
と
し
て
有
効
で
す
の
で
、ぜ
ひ
多

く
の
皆
さ
ん
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
方
法
は
難
し
い
で
し
ょ
う
か
？

　登
録
方
法
の
一つ
に
、希
望
す
る
市
町
村

を
選
ぶ
だ
け
で
登
録
で
き
る
「
か
ん
た
ん
設

定
登
録
」が
あ
り
ま
す
。

　か
ん
た
ん
設
定
登
録
は
、市
町
村
を
選

択
す
る
だ
け
で
登
録
で
き
る
方
法
で
、簡
単

に
設
定
が
で
き
ま
す
。

　か
ん
た
ん
設
定
で
は
、南
小
国
町
は
、大

雨
・
洪
水
警
報
、暴
風
・
暴
風
雪
警
報
、土

砂
災
害
警
戒
情
報
、九
重
山
火
山
情
報
、避

難
勧
告
な
ど
、国
民
保
護
情
報
、危
機
管
理

情
報
、県
か
ら
の
防
災
に
関
す
る
お
知
ら
せ

が
配
信
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、必
要
な
情
報
だ
け
を
選
ん
で
受

信
す
る
方
法
に
、個
別
設
定
登
録
が
あ
り

ま
す
。

　詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
危
機
管
理
防
災
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
１
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル

　
県
や
町
で
は
、
災
害
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
治
山
工
事
や
擁
壁
工
事
な
ど
の
防
災
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
４
年
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
３
年
前
の
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、

防
災
対
策
を
行
って
い
て
も
、
自
然
の
力
が
勝
れ
ば
、
災
害
は
発
生
し
ま
す
。
災
害
か
ら
身
を
守

る
に
は
、
県
や
町
が
行
う
対
策
だ
け
で
な
く
、一
人
一
人
が
、
災
害
に
対
し
て
備
え
、
身
を
守
る
た

め
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
災
害
に
備
え
る
た
め
に
役
立
つ一つ
に
、「
熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

メール登録用
２次元バーコード

災
害
の

季
節
が

近
づ
き
ま
し
た

災
害
の

季
節
が

近
づ
き
ま
し
た
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住
民
健
診
の
実
施
日
に
つ
い
て

　

４
月
に
申
込
み
を
い
た
だ
い
た
住
民

健
診
の
実
施
日
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

備　　　考

複合健診

複合健診

ふるさと総合健診

複合健診

複合健診

複合健診

複合健診

会　場　名

管理センター

管理センター

管理センター

中原小学校

中原小学校

りんどうヶ丘小学校

りんどうヶ丘小学校

月　　　日

７月４日（土）

７月５日（日）

７月６日（月）

７月７日（火）

７月８日（水）

７月９日（木）

７月10日（金）

○
注
意
点

・
６
月
末
、
個
別
に
日
時
等
の
案
内
を

行
い
ま
す
。
希
望
す
る
日
時
と
異
な

る
場
合
は
、
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に

問
い
合
わ
せ
て
日
時
の
変
更
を
事
前

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
今
回
申
込
み
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
や

申
込
み
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
方
等

は
、
10
月
に
追
加
の
住
民
健
診
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
８
月
に
申

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
健
診
は
、
各
種
の
検
査
で
皆
さ

ん
の
健
康
状
態
を
診
る
大
切
な
機
会
で

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
役
立
て

る
た
め
、
健
診
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
活
用

下
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
の
紹
介

　

母
子
保
健
推
進
員
と
は
、
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
の
健
康
や
子
育
て
を
応
援

す
る
た
め
に
、
町
が
委
嘱
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

平
成
27
～
28
年
度
の
２
年
間
は
、
次

の
10
名
の
方
に
母
子
保
健
推
進
員
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
赤
馬
場
地
区

　

穴
井　

五
月
さ
ん

　

手
嶋　

枝
里
子
さ
ん

　

渡
邊　

ホ
ウ
子
さ
ん

○
中
原
地
区

　

秋
吉　

京
子
さ
ん

　

下
城　

知
奈
美
さ
ん

　

武
田　

サ
エ
さ
ん

○
満
願
寺
地
区

　

井　

悦
子
さ
ん

　

北
里　

典
子
さ
ん

　

佐
藤　

理
惠
子
さ
ん

　

髙
村　

た
づ
子
さ
ん

　

健
診
の
お
手
伝
い
を
含
め
て
、
お
母

さ
ん
た
ち
が
抱
え
る
困
り
ご
と
や
不
安

を
な
く
す
た
め
に
保
健
師
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

６
月
１
日
～
７
日
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
で
す

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感

染
か
ら
発
病
ま
で
、
数
年
の
潜
伏
期
が

あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見

し
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
安
の
あ

る
方
は
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
検
査
日
時

・
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

・
毎
月
第
１
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
５
時
～
７
時

○
留
意
点

・
検
査
料
金
は
無
料
で
匿
名
検
査
で
す

が
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

・
結
果
は
採
血
後
、
約
１
時
間
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

阿
蘇
保
健
所　

保
健
予
防
課

☎
０
９
６
７（
３
２
）０
５
３
５

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

に
つ
い
て

　

生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、
法

律
に
よ
り
生
涯
１
回
の
登
録
と
年
に
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
集
団
注
射
及
び
登
録
受
付
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
て
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
健
康
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
の
動
物
病
院
に
て
獣
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

も
し
く
は
、
注
射
日
当
日
に
会
場
の
獣
医
師
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

◆
町
に
登
録
の
あ
る
犬
の
飼
い
主
に
は
、
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
申
請
書
と
注
射
料
金
を

会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
次
の
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
登
録
済
み
の
犬
が
死
亡
し
た
場
合

・
犬
の
所
在
地
や
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
場
合

　
（
獣
医
師
発
行
の
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

■期日
時　　　間 場　　　所

５月 14 日（木）

１３：００　～　１３：３０ 満願寺公営駐車場

１３：４５　～　１４：１５ 扇集会場

１４：３０　～　１５：００ 黒川温泉　第３駐車場

１５：１５　～　１５：４５ 波居原公民館

５月 15 日（金）
　９：００　～　　９：４０ 元気プラザ中原

　９：５０　～　１１：００ 自然休養村管理センター

■料金（お釣りのいらないようにご協力をお願いします）

未登録の犬 登録済の犬

登録手数料 ３，０００円 －　　

注射料金 ２，５７０円 ２，５７０円

注射済票交付手数料 ５００円 ５００円

合計 ６，０７０円 ３，０７０円

★狂犬病予防注射の料金が改正されました
　平成 26 年４月１日からの消費税率の改正に伴い、狂犬病予防注射の料金が次のとおり改正されま
した。
　町民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

※南小国町の集団注射での料金です。
　　　　　動物病院では料金が異なる場合があります。

（旧料金）
２，５００円

（新料金）
２，５７０円
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■
国
民
年
金
の
種
類
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を

有
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
も
の
で
、
老
齢
・
障

害
・
死
亡
に
よ
り
「
基
礎
年
金
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、「
第
１
号
被
保
険

者
」「
第
２
号
被
保
険
者
」「
第
３
号
被

保
険
者
」
と
３
つ
の
種
類
が
あ
り
、
ど

の
制
度
に
加
入
す
る
か
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
農
業
等
に
従
事
す
る
方
、

学
生
、
無
職
の
方
な
ど

【
保
険
料
納
付
方
法
】
納
付
書
に
よ
る

納
付
な
ど
、
自
分
で
納
め
ま
す
。（
納

め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
免
除
や
納
付
猶

予
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。）

第
２
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
を

受
け
て
い
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
で

あ
れ
ば
、
自
動
的
に
国
民
年
金
に
も
加

入
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
65
歳
以
上
で

老
齢
年
金
を
受
け
る
方
を
除
き
ま
す
。）

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】 

国
民
年
金
保

険
料
は
厚
生
年
金
保
険
料
に
含
ま
れ
ま

す
の
で
、
厚
生
年
金
を
か
け
る
方
は
自

動
的
に
国
民
年
金
に
も
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
厚
生
・
共
済
各
制
度
が
、

国
民
年
金
制
度
に
基
礎
年
金
拠
出
金
を

交
付
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
第
２
号
被
保
険
者
の
配

偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
を

い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
間
収
入
が

１
３
０
万
円
以
上
で
健
康
保
険
の
扶
養

と
な
れ
な
い
方
は
第
３
号
被
保
険
者
と

は
な
ら
ず
、
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】
国
民
年
金
保

険
料
は
配
偶
者
が
加
入
す
る
年
金
制
度

が
一
括
負
担
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

町
税
Ｑ
＆
Ａ

　

～
軽
自
動
車
税
の
減
免
～

Ｑ　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
れ

ば
軽
自
動
車
税
を
払
わ
な
く
て
も
よ
い

と
聞
い
た
の
で
す
が
、
な
に
か
手
続
き

が
必
要
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

役
場
税
務
課
に
減
免
申
請
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
毎
年
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

　

身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
の

人
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
な
ど
１
台

の
税
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
専
ら
身
体
障
害
者
な
ど
の
た

め
に
利
用
さ
れ
る
構
造
の
軽
自
動
車
な

ど
も
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
普
通
自
動
車
の
軽
減
措
置
を

受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
期
限

　
　
　

※
６
月
１
日（
月
）
※

　

期
限
後
は
受
理
出
来
ま
せ
ん
！

○
提
出
書
類

減
免
申
請
書
・
身
体
障
害
者
手
帳
・

運
転
免
許
証
・
車
検
証
・
印
鑑

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
！

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
の

職
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
の
際
の

手
順
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
ま
す
。

２
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
番
号「
１
」

を
選
択
し
ま
す
。

３
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、相
談
し
た
い
内

容
の
番
号
を
次
の
中
か
ら
選
択
し
ま
す
。

１
番　

年
金
や
給
与
又
は
事
業
な
ど
の

所
得
税

２
番　

相
続
税
や
贈
与
税
、
譲
渡
所
得

３
番　

法
人
税
や
源
泉
所
得
税
又
は
年

末
調
整

４
番　

消
費
税
や
印
紙
税

５
番　

そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

　

な
お
、税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
や
納
付
相
談
、

又
は
職
員
に
ご
用
の
あ
る
方
は
、自
動
音
声
案

内
に
従
っ
て
、番
号「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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平成 27 年度　月別納付税目一覧表
（注）○の印が納める月です。

軽自動
車税　

固定　
資産税

町県民税 国民健康保険税 納付期限
（口座　　

　振替日）納付書
・口座

年金　
差引き

納付書
・口座

年金　
差引き

４月 ○ ○

５月 ○ ○ 6/1

６月 ○ ○ ○ ○ 6/30

７月 ○ ○ 7/31

８月 ○ ○ ○ ○ 8/31

９月 ○ ○ 9/30

10 月 ○ ○ ○ ○ 11/2

11 月 ○ ○ 11/30

12 月 ○ ○ ○ ○ 12/25

１月 ○ 2/1

２月 ○ ○ ○ 2/29

３月 ○ 3/31

※町県民税の給与天引き（特別徴収）は６月分～翌５月分までの12回で納めることになります。
　納付期限は翌月の 10日です。
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利
殖
関
係
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、
外

国
通
貨
、
事
業
等
へ
の
出
資
や
投
資
話

な
ど
、
儲
け
話
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

利
殖
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
契
約
金

額
、
既
に
支
払
っ
た
金
額
と
も
に
非
常

に
高
額
で
、当
事
者
は
高
齢
者
が
多
く
、

深
刻
な
状
況
で
す
。

【
問
題
点
】

○
無
登
録
業
者
に
よ
る

未
公
開
株
な
ど
の
勧
誘
は
金
融
商
品

取
引
違
反
に
該
当
し
ま
す
。

○
購
入
さ
れ
た
未
公
開
株
を
「
あ
と
で

高
値
で
買
い
取
る
」
等
の
約
束
は
守

ら
れ
ま
せ
ん
。

○
過
去
に
投
資
経
験
の
あ
る
高
齢
者
等

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
公
的
機
関
や
証
券
会
社
を
語
る
ケ
ー

ス
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

○
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で

す
。

そ
の
「
も
う
け
話
」
詐
欺
で
は
？

　
　
～
悪
質
商
法
の
被
害
に

　
　
　
　
　
　
遭
わ
な
い
た
め
に
～

【
主
な
手
口
】

○
点
検
商
法

無
料
点
検
を
装
っ
て
訪
問
し
、
修
理

が
必
要
等
と
嘘
を
言
っ
て
、
必
要
の

な
い
工
事
を
施
工
し
た
り
す
る
手
口
。

○
送
り
付
け
商
法

健
康
食
品
等
を
一
方
的
に
送
り
付
け

て
購
入
さ
せ
る
手
口
。

※
こ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
手
口
で
、
あ

な
た
の
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

【
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
】

○
う
ま
い
話
、
絶
対
儲
か
る
話
に
は
必

ず
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

○
１
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
、
知
人
、

相
談
機
関
に
相
談
す
る
。

○
す
ぐ
に
契
約
し
な

い
。

○
あ
い
ま
い
な
返
事

を
せ
ず
、
キ
ッ
パ

リ
と
断
る
。

平
成
27
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語

　

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標
語
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　「
無
防
備
な

　
　
　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
」

定
期
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
北
部
分
署
も
定

期
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

○
異
動
し
た
職
員

　

消
防
一
課　

安
藤　

洋
一

　
　
　
　
　

中
部
消
防
署
へ

　

消
防
一
課　

阿
南　

毅
佳

　
　
　
　
　

中
部
消
防
署
へ

　

消
防
二
課　

岩
永　

孝
綱

　
　
　
　
　

中
部
消
防
署
へ

　

消
防
三
課　

東　

賢
典

　
　
　
　
　

中
部
消
防
署
へ

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

○
異
動
し
て
き
た
職
員

　

消
防
一
課　

秋
吉　

宏
紀

　

消
防
二
課　

宇
都
宮　

亮

　

消
防
二
課　

西
村　

亮

　

消
防
三
課　

村
本　

涼

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
の
豆
知
識

　

外
も
暖
か
く
な
り
、
山
菜
取
り
に
行

か
れ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
山
の

事
故
に
注
意
し
て
、
安
全
に
山
菜
取
り

を
行
う
た
め
に
も
事
前
準
備
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

①
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
計
画
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

②
水
分
は
十
分
に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

③
蜂
や
蛇
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
機
器
を
持
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
怪
我
や
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
消
防

署
へ
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。

（
携
帯
か
ら
も

１
１
９
で
つ
な

が
り
ま
す
。）

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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年
度
初
め
に
南
小
国
中
学
校

全
生
徒
対
象
に
人
権
に
つ
い
て

の
授
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
、
４
月
15
日（
水
）に
７

回
目
の
授
業
を
実
施
し
ま
し

た
。「
ひ
と
り
一
人
が
輝
く
南

小
国
中
学
校
に
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
話
し
を
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、次
の
通
り
で
す
。

１
、
挨
拶
の
大
切
さ

　

人
と
人
と
を
結
び
つ
け
る
上

で
挨
拶
は
と
て
も
大
切
で
す
。

「
あ
」
あ
か
る
く
、「
い
」
い
つ

で
も
「
さ
」
さ
わ
や
か
に
「
つ
」

つ
き
る
こ
と
な
く

２
、
豊
か
な
心
と
は

　
「
豊
か
な
心
」
よ
く
聞
く
言

葉
で
す
が
、
私
は
、
次
の
２
つ

の
心
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
感
謝
す
る
心
」「
思
い
や
る
心
」

３
、
人
権
と
は

　

あ
ま
り
難
し
く
考
え
る
の
で

は
な
く
、
次
の
よ
う
に
考
え
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

「
自
分
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
他

の
人
の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
」

４
、
人
権
感
覚
と
は

　
「
具
体
的
な
場
面
に
遭
遇
し

た
時
、
と
っ
さ
に
迷
う
こ
と
な

く
、
人
間
と
し
て
当
然
と
る
べ

き
あ
り
方
を
行
動
と
し
て
示
す

こ
と
の
で
き
る
感
性
を
人
権
感

覚
と
言
い
ま
す
。

５
、
正
し
く
知
る
こ
と

　

同
和
問
題
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
、
水
俣
問
題
、
女
性
問
題
な

ど
、
様
々
な
人
権
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
際
も
正
し
い
こ
と
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
平
成
15

年
に
本
町
で
発
生
し
た
菊
池
恵

楓
園
入
所
者
の
方
々
に
対
す
る

宿
泊
拒
否
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

は
、
け
っ
し
て
二
度
と
あ
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
入
所
者
の
方

は
、
病
気
は
完
治
し
て
い
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
日
常
生
活
で

感
染
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
い

う
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て
い
れ

ば
、
あ
の
事
件
は
、
起
き
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
中
学
生
の
感
想
文
を
紹

介
し
ま
す
。

○
僕
は
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ

を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。先
生
の
お
話
の
中
で「
返

事
も
あ
い
さ
つ
の
ひ
と
つ
」
と

い
う
こ
と
が
出
ま
し
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
時
に
確
か
に
そ
う
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
い
つ
も
、

た
だ
返
事
を
し
て
い
る
だ
け
で

し
た
が
、
心
を
込
め
れ
ば
自
然

と
声
は
大
き
く
な
り
、
言
わ
れ

た
方
も
気
持
ち
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
な
の
で
、
返
事
も
き
ち

ん
と
意
味
が
あ
る
の
で
声
を
大

き
く
し
た
り
、
心
を
込
め
た
り

と
少
し
変
化
を
つ
け
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

次
に
思
っ
た
こ
と
は
、
人
を
外

見
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
僕
も
た
ま
に

外
見
で
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
、
お
互
い
の
印
象
を
悪

く
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

な
の
で
、
少
し
考
え
て
判
断
や

行
動
し
、
お
互
い
の
気
持
ち
を

分
か
り
合
い
認
め
合
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
、

こ
の
二
つ
の
こ
と
を
思
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
大
切
な
こ
と
な

の
で
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
僕
が
今
日
、
倉
岡
先
生
の
話

を
聞
い
て
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
「
体
全
体
に
心
が
あ
る
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
最
初
は
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
話
を
聞
い

て
い
く
う
ち
に
な
る
ほ
ど
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
体

全
体
に
心
が
あ
る
」
と
意
識
し

な
が
ら
生
活
し
た
い
で
す
。
こ

の
話
の
他
に
も
、
ハ
ン
セ
ン
病

や
水
俣
病
の
こ
と
を
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん

学
ん
で
来
ま
し
た
。
で
も
今
日

話
さ
れ
た
こ
と
の
中
に
は
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
日

が
最
初
の
道
徳
で
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

け
ど
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
し

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
と
て
も
楽

し
い
か
っ
た
で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

134

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進委員会
☎ 46-4411

　
継
続
は
力
な
り

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

７回目の授業

熱心に聞く生徒たち
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４/12
（日）

４/24
（金）

４/19
（日）

住民や帰省者らで賑わう春のお祭り

秋葉山で子どもの奉納相撲

新緑に囲まれた森を散策

満願寺温泉祭り

秋葉神社春祭り

清流の森ガイドツアー

　志津の温泉館周辺で、地元の温泉に感謝す
る祭りとして続く「満願寺温泉祭り」が行わ
れました。
　温泉館裏にある薬師様の祭りが起源のイベ
ントで、平成元年頃から現在の形の地域の
春祭りとなりました。薬師堂での仏事のあ
と、温泉館横のスペースに実行委員会による
バザーが並び、特設ステージでは住民による
舞踊の披露やビンゴゲームなどが続きました。
今年は恒例の志津川での鯉のつかみ取りは行
われませんでしたが、ステージを観覧しなが
らの食事などで賑わっていました。

　市原にある秋葉神社、通称〝秋葉山〟で
春祭りが行われました。江戸時代後期に地
区の火事を防ぐ神として、火の神〝火結神社〟
を奉ったのが始まりとされています。古く
から奉納相撲が春祭りに合わせ開かれてお
り、現在に至るまで子ども相撲が続いてい
ます。この日は早く下校となった、周辺地
区の小学１年生と３年生 17 人が訪れ、境内
の土俵で相撲の取組みが行われました。高
台の境内からは、市原地区に子どもたちの
歓声が響いていました。

　新緑が美しいこれからの季節は、「清流の森」での森林浴や自
然散策がおススメです。そんな清流の森を地元ガイド付きで楽
しめるバスツアーが４月 19 日と 25 日に開催されました。
　黒川在住の北里竜紀さんと、波居原在住の麻生幸之介さんの
２人がガイドとなり、熊本市内などから参加された約 20 名を
案内しました。参加者は、ガイドの声に耳を傾けながら、自然
散策を楽しんでいました。その後は、黒川温泉の露天風呂や街
歩きも行い、南小国町を満喫していました。尚、このガイドツアー
は５月９日と 17 日にも開催予定です。

地域住民らでにぎわう祭り会場

取組前に向かい合ってはっけよーい
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桃
の
花
咲
き
み
だ
れ
て
る
古
屋
敷　
　
　
　

河
津　

靑
山

坊
守
も
村
の
掟
や
野
焼
人　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

鯉
幟
小
村
を
二
分
し
て
選
う　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

た
ん
ぽ
ゝ
の
舗
装
の
割
れ
目
に
咲
い
て
ゐ
し
日
隈
湯
風
呂

牛
道
や
斜
め
に
上
る
藪
狩
り　
　
　
　
　
　

上
島　

敬
次

八
重
桜
満
開
な
り
し
迸
の
年　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

市
に
出
す
仔
牛
繋
が
れ
花
の
雨　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

夜
桜
や
篝
火
燃
ゆ
る
山
の
宿　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

雨
貰
う
腹
ふ
く
ら
ま
せ
春は

る

茸こ

か
な　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

母
逝
き
ぬ
孫
を
守
り
し
て
春
惜
し
む　
　
　

北　
　

千
鶴

■
鞭
馬　

隆
善　
　

24
歳

　
（
む
ち
ま　

た
か
よ
し
）

３
月
ま
で
中
原
保
育
園
で

保
育
士
と
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で

不
安
一
杯
で
す
が
、
毎
日

こ
つ
こ
つ
と
仕
事
を
早
く

覚
え
て
南
小
国
町
に
貢
献

し
た
い
で
す
。
保
育
士
の

経
験
を
い
か
し
、
精
一
杯

努
力
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
齊
藤　

智
衣　
　

18
歳

　
（
さ
い
と
う　

ち
え
）

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
１

つ
１
つ
仕
事
を
覚
え
て
い

き
、
早
く
町
民
の
皆
様
の

力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
ら
し
く
笑
顔
を

忘
れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
西
小
路　

将
太　
　

23
歳

　
（
に
し
こ
う
じ　

し
ょ
う
た
）

自
然
豊
か
な
南
小
国
町
で

働
く
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
４
月
か

ら
建
設
課
に
配
属
さ
れ
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く

ま
だ
ま
だ
不
安
な
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
１
日

１
日
知
識
を
増
や
し
、
精

一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
手
嶋　

翔
平　
　

24
歳

　
（
て
し
ま　

し
ょ
う
へ
い
）

は
じ
め
ま
し
て
。
町
民
課

保
健
衛
生
係
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
、
手
嶋
翔
平
と
申

し
ま
す
。
西
原
村
出
身
で

ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
状
態
で
す
が
、
新
人
ら

し
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
元
気

良
く
南
小
国
町
の
方
々
と

接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南
小
国
町
役
場

新
規
採
用
職
員
紹
介

新
規
採
用
の
５
人
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
河
津　

一
也　
　

27
歳

　
（
か
わ
づ　

か
ず
や
）

本
年
度
、
新
規
採
用
で
教

育
委
員
会
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
、
河
津
一
也
で
す
。

出
身
は
隣
町
の
小
国
町
で

す
が
、
町
民
の
皆
様
の
た

め
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
り

ま
す
。
見
た
目
厳
つ
い
で

す
が
、
気
軽
に
声
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
、
総
看
護

師
長
と
し
て
役
割
を
担
う
事
に
な
り
ま

し
た
。

　

月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
小
国

郷
に
縁
を
頂
い
て
早
30
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。
戸
惑
い
や
不
安
が
大

き
く
、
決
し
て
適
任
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
地
域
の
皆
様

の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
前
向
き
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ご
存
知
の
様
に
、
当
病
院
で
は
、
看

護
師
不
足
、
医
師
不
足
、
及
び
看
護
助

手
や
検
査
技
師
に
至
る
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
マ
ン

パ
ワ
ー
の
不
足
に
よ
り
、
時
に
は
十
分

な
サ
ー
ビ
ス
が
ご
提
供
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
い

ス
タ
ッ
フ
で
も
、
一
人
一
人
が
出
来
る

事
を
き
ち
ん
と
行
い
、
皆
で
力
を
合
わ

せ
れ
ば
一
人
で
は
困
難
な
事
も
解
決
の

糸
口
が
み
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来
る
様

な
チ
ー
ム
の
輪
が
築
い
て
い
け
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

病
院
の
み
な
ら
ず
、
行
政
機
関
、
介

護
施
設
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
住

民
の
皆
様
の
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て

医
療
や
介
護
を
受
け
て
頂
け
る
様
に
、

職
員
一
人
一
人
が
、
専
門
職
の
自
覚
を

も
ち
、
医
療
事
故
防
止
に
心
が
け
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
又
、
接
遇
の
面
で
も
、

気
持
ち
よ
く
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
様
、
対
応
や
言
葉
使
い
に
気
を
配
る

努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ

ま
だ
、
配
慮
が
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
改
善
し
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言

葉
の
ご
と
く
、
今
の
こ
の
思
い
を
忘
れ

ず
に
、
小
さ
な
声
に
耳
を
傾
け
、
自
分

の
家
族
を
看
る
様
な
気
持
ち
で
毎
日
の

仕
事
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
未
熟
で
、
一
人
立
ち
出

来
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
職
員
に
支
え
て

頂
き
、
日
々
努
力
し
て
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
に
前
向
き
に
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
の
暖
か
い
ご
指
導

並
び
に
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　　小国公立病院　総看護師長　波多野　智子

総看護師長としての思い
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

■
小
国
公
立
病
院
　
看
護
師
長
紹
介

■
新
任
医
師
紹
介

外
来
看
護
師
長　

松
原　

恒
子

得
意
分
野

　
外
科
系
看
護
全
般

　

い
つ
も
外
科
外
来
に
お
り
ま

す
の
で
、
検
査
な
ど
外
来
の
事

で
お
困
り
の
時
は
、
お
気
軽
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

３
Ｆ
看
護
師
長　

松
崎　

利
子

得
意
分
野

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で
看

護
全
般

　

患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
ス

タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い
病
棟
を

作
る
様
、
務
め
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
退
院
の
時
の
笑
顔
が

喜
び
で
す
。

２
Ｆ
看
護
師
長　

山
岡　

京
子

得
意
分
野

母
子
看
護
・
保
険
、
外
科
系

看
護
、
助
産
師

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格

あ
り

　

医
療
と
介
護
を
連
携
し
、
１

日
で
も
早
く
在
宅
で
の
生
活
が

で
き
る
様
、
病
棟
よ
り
支
援
を

し
て
お
り
ま
す
。
笑
顔
を
基
本

に
、
患
者
さ
ん
と
の
対
話
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。

泉　

大
輔（
い
ず
み  

だ
い
す
け
）

生
年
月
日
：
昭
和
58
年
11
月
15
日

出
身
地
：
宇
城
市
松
橋
町

専
門
分
野
：
消
化
器
外
科
、

　
　
　
　
　
救
急
・
外
傷

趣
　
　
味
：
ゴ
ル
フ

　

３
ヶ
月
と
短
い
期
間
の
赴
任
で
は

あ
り
ま
す
が
、
積
極
的
に
地
域
の
医

療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
小
国
を
精
一
杯
楽
し
ん
で

帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
69
回
入
学
式

　

４
月
９
日（
木
）に
、
平
成
27
年
度
第

69
回
入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

３
小
学
校
か
ら
31
名
の
新
入
生
が
入
学

し
、
氏
名
点
呼
で
は
、
一
人
一
人
さ
わ

や
か
な
返
事
で
中
学
生
と
し
て
、
今
後

の
学
校
生
活
へ
の
や
る
気
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
辞
の
中
で
「
自
ら
進
ん
で
、
さ
わ

や
か
な
挨
拶
を
し
よ
う
」「
自
ら
進
ん

で
、光
る
汗
を
流
そ
う
」「
自
ら
進
ん
で
、

潤
い
の
あ
る
環
境
を
創
ろ
う
」
と
中
学

生
と
し
て
の
目
標
に
つ
い
て
お
話
を
し

ま
し
た
。「
人
生
」
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
が
、「
学
ぶ
こ
と
」
に
は
、
無
限

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
目
標
を
持
っ

て
、
自
ら
の
良

さ
を
発
見
し
、

伸
ば
し
、
高
め

て
い
く
努
力
を

こ
の
中
学
三
年

間
ぜ
ひ
続
け
て

い
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま

す
。

新
入
生
歓
迎
行
事

　

４
月
10
日（
金
）に
、
生
徒
会
主
催
の

新
入
生
歓
迎
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
新

入
生
と
の
交
流
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
委

員
会
活
動
紹
介
、
部
活
動
紹
介
な
ど
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
生
徒
会
長
の
武
田
桜
子
さ
ん
か

ら
、
新
入
生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
す
。「
新
入
生
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
な

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
時
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
勇
気
を
出
し
て
先

生
や
先
輩
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
一
緒
に
楽
し
い
中
学
校
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。」

　

企
画
・
運
営
に
あ
た
っ
た
生
徒
会
役

員
の
皆
さ

ん
、
各
部
活

動
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
、

さ
ら
に
ご
指

導
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
に

感
謝
で
す
。

新
任
式
・
始
業
式

　

４
月
８
日（
水
）午
前
、
新
任
式
・
始

業
式
が
あ
り
ま
し
た
。
新
任
式
で
は
７

人
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
生

徒
は
新
た
な
先
生
方
へ
期
待
の
ま
な
ざ

し
で
大
き
な
拍
手
を
送
り
、
歓
迎
の
意

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
始
業
式
の
校
長

講
話
で
は
、
目
標
を
定
め
社
会
生
活
に

必
要
な
力
を
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
が

話
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
生
は

進
路
実
現
へ
向
け
、
貴
重
な
時
間
を

し
っ
か
り
意
識
し
目
的
意
識
を
持
っ
て

過
ご
す
よ
う
に
と
の
激
励
を
受
け
、
身

を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

入　
　

学　
　

式

　

４
月
８
日（
水
）午
後
、
入
学
式
が
あ

り
ま
し
た
。
男
子
27
人
、
女
子
24
人
、

計
51
人
が
入
学
し
、
緊
張
し
た
様
子
で

式
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
初
め
て

の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
真
剣
に
担
任
の
先

生
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

対
面
式
・
部
活
動
紹
介

　

４
月
９
日（
木
）、
対
面
式
・
部
活
動

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
先
輩
た
ち
の
個
性
あ
る

部
活
動
紹
介
に
、
笑
顔
を
見
せ
、
時
に

は
驚
き
の
表
情
を
見
せ
な
が
ら
、
ど
の

部
活
動
に
入
部
す
る
か
考
え
て
い
る
様

子
で
し
た
。

始業式

部活動紹介を受ける１年生

入学式で記念撮影

交流レクレーション

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
坂
本

仁
郎
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時

５
月
22
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場　

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
及
び
指

導
取
締
強
化
月
間
に
つ
い
て

　

春
は
、野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。

巣
立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い

て
も
、
必
ず
親
鳥
が
保
護
し
ま

す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
熊
本
県
で
は
５
月
10

日
か
ら
の
１
ヶ
月
間
を
指
導
取

締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕

獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
メ
ジ
ロ
の
愛
が
ん
飼

養
目
的
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、

鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24

年
４
月
１
日
よ
り
、
新
た
な
捕

獲
の
許
可
は
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
南
小
国
町
役
場

農
林
課
、
ま
た
は
熊
本
県
県
北

広
域
本
部
阿
蘇
地
域
振
興
局
林

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
役
場　

農
林
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

熊
本
県
県
北
広
域
本
部
阿
蘇
地

域
振
興
局　

林
務
課

☎
０
９
６
７（
２
２
）３
６
４
９

児
童
福
祉
習
慣

子
ど
も
と
出
か
け
ま
せ
ん
か

　

５
月
５
日
～
11
日
は
児
童
福

祉
習
慣
で
す
。
毎
年
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い

て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
国
や
地
域
社
会
な
ど

が
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
標
語
の
最
優
秀

作
品
、「
世
界
に
は　

君
の
輝

く
場
所
が
あ
る
」
を
象
徴
に
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
、
啓

発
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

児
童
福
祉
習
慣
、
お
子
さ
ん

と
ど
こ
か
出
か
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お

知
ら
せ

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
を

ご
存
知
で
す
か
。６
月
１
日
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
で
す
。人
権
擁
護
委
員
は
、

各
市
町
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
特
設
の

人
権
相
談
所
を
開
設
す
る
な

ど
、
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

南
小
国
町
で
は
、
小
国
町
と

合
同
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

６
月
３
日（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

小
国
町　

隣
保
館

本
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

松
﨑　

俊
光
さ
ん（
赤
馬
場
）

　

森　
　

明
治
さ
ん（
田
ノ
原
）

　
■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

行
政
相
談
委
員
委
嘱
の
お
知

ら
せ

　

本
町
の
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
前
期
に
引
き
続
き
穴
井
公

明
さ
ん（
上
町
３
）が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
行
政
相
談

委
員
法
と
い
う
法
律
に
基
づ

き
、
行
政
運
営
の
改
善
等
に
熱

意
を
有
す
る
人
に
総
務
大
臣
が

委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
様
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
感
じ
た
役
所
の
仕
事
に
つ
い

て
の
要
望
や
意
見
な
ど
を
直
接

受
け
付
け
、
町
民
と
役
所
の
パ

イ
プ
役
と
な
り
、
そ
の
解
決
・

実
現
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す（
相
談
日
時
等
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

急
速
充
電
器
設
置
の
お
知
ら
せ

　

阿
蘇
世
界
農
業
遺
産
登
録
に

伴
い
、
阿
蘇
地
域
で
は
、
環
境

に
優
し
い
電
気
自
動
車
の
普
及

促
進
を
目
指
し
て
昨
年
度
よ
り

課
金
式
の
電
気
自
動
車
用
急
速

充
電
器
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
当
町
は
、「
き
よ
ら
カ
ァ

サ
」「
黒
川
温
泉
ふ
れ
あ
い
広

場
」「
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」

の
３
ヶ
所
に
設
置
し
、
４
月
21

日（
火
）よ
り
運
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
自
動
車
税
納
付

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
の
納
付
通
知
書
を

５
月
初
め
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
納
付
期
限
の
６
月
１
日

（
月
）ま
で
に
、
お
近
く
の
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
熊
本
県
の
各
広
域
本
部
、

各
地
域
振
興
局
、
自
動
車
税
事

務
所
で
お
さ
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
県
北
広
域
本
部

　
　
　
　
　

総
務
部　

収
税
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
１
６

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す

●
試
験
の
種
類

①
県
職
員（
大
学
卒
業
程
度
・

免
許
資
格
職
）
※
大
卒
程
度
は

35
歳
ま
で
の
方
。

②
県
職
員（
民
間
企
業
等
経
験

者
対
象
）

③
警
察
官（
警
察
官
Ａ
）

●
申
し
込
み
受
付
締
切

①
～
②　

５
月
15
日（
金
）

③　
　
　

５
月
22
日（
金
）

●
第
１
次
試
験
日

①
～
②　

６
月
28
日（
日
）

③　
　
　

７
月
12
日（
日
）

※
募
集
職
種
、
受
験
資
格
等
や

受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本

賢
人
事
委
員
会
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

検
索

く
ま
も
と
未
来
会
議

リ
レ
ー
会
議
の
参
加
者
募
集
！

　

誰
も
が
長
寿
を
楽
し
み
、
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
・
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

東
京
大
学　

秋
山
弘
子
教
授
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所　

森
田
朗
所
長
と
、
本

県
の
蒲
島
知
事
が
、「
本
当
の

安
心
を
実
現
す
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
議
論
し
ま
す
。

■
日
時

５
月
28
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分

■
場
所

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン

タ
ー「
も
や
い
館
」も
や
い
ホ
ー

ル　

入
場
無
料

（
定
員
１
０
０
人
）

■
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
企
画
課　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
１
８

弁
護
士
に
よ
る

特
別
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

（
相
談
無
料
・
事
前
予
約
制
）

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
労
働
時
間
、

賃
金
、
解
雇
等
の
労
働
条
件
に

関
す
る
こ
と
や
職
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
問
題
の
解
決

に
向
け
た
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
高
度
で
専
門
的
な
助

言
が
必
要
な
場
合
は
、
弁
護
士

に
よ
る
特
別
労
働
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

〒
８
６
０
‐
０
８
４
４

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８
‐
６

朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

下
中
　
拓
実  

様  

大
阪
府
堺
市

髙
木
　
正
則  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

明
生
　
拓
史  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

北
里
　
初
彦
　
様　

黒
川

石
橋
し
ず
こ
　
様　

志
津
中

藤
堂
　
伸
二
　
様　

平
瀬

佐
藤
　
幸
治
　
様　

吉
原

加
祥
　
勝
也
　
様　

下
関
市

吉
野
　
忠
幸
　
様　

志
津
上

北
里
　
賢
治
　
様　

大
竹
原

木
實
　
登
　
　
様　

湯
田
下

堀
川
あ
つ
み
　
様　

中
湯
田

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
お
お
お

ででま
い
ご

ま
い
ご

み
ぎ
み
ぎ ど

う
ろ

ど
う
ろ

こ
ま

と
う

か
あ

は
な
し

→
き
よ
ら
母
さ
ん
の
声

か
あ

と
う

き

は
な
し
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5/
13水

乳児健診　13：00～13：15　小国町開発センター
春の全国交通安全運動（～20日）
子育て広場き☆ら☆ら　ぬくもり「読み聞かせ」
　　　　　　　　　　　　10：30～　りんどう荘

14 木 狂犬病予防接種  ※日程は7ページをご覧ください

15 金 狂犬病予防接種
さくら荘　ミニデイサービス　13：30～

16 土 中学校体育大会　8：30～
　南中グラウンド　※雨天順延（17日）

17 日

18 月

19 火

20 水 戦没者追悼式　10：00～  自然休養村管理センター

21 木
1歳6ヶ月児健診　13：00～13：15受付 
　　　　　　　　　　　　　小国町開発センター
心配ごと相談・行政相談　10：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　りんどう荘

22 金 定期法律相談　13：30～　役場会議室

23 土

24 日

25 月

26 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
（育児相談・身体測定・きららカフェ）　参加費100円

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

6/
1月

健康相談　9：00～　湯田公民館
固定資産税　１期分納期限
軽自動車税　全期分納期限

2 火

3 水 乳児健診　13：00～13：15　小国町開発センター

4 木

5 金
年金相談※要予約
　　　　　　10:00～15:00　小国町開発センター
　申込先：熊本東年金事務所　☎096-367-2503

6 土

7 日

8 月 健康相談　10：00～11：00　上中原公民館

9 火

10 水

11 木

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　
給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　
問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

町民カレンダー ５月・６月平成27年

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

3
／
20
生　

田
多
良
み
ち
か
ち
ゃ
ん

　
（
父
）裕
士･

（
母
）史
乃　

下
杉
田
住
宅

4
／
8
生　

日
隈
和わ

か
ま
る

嘉
丸
く
ん

　
（
父
）和
信･

（
母
）梨
加　
　

米　

山

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

原
村
幸
志
♡
松
﨑
史
恵　
　
黒　

川

佐
藤　
亮
♡
立
野
里
佳　
　
下
町
２

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

3
／
20　

藤
堂
マ
サ
子（
98
）平　

瀬

3
／
24　

石
橋　
一
美（
83
）志
津
中

3
／
29　

北
里　
倍
江（
96
）陣
の
前

4
／
1　

吉
野　
常
雄（
101
）志
津
上

4
／
8　

小
代　
　
章（
65
）田
ノ
原

4
／
11　

北
里　
敏
子（
67
）田
ノ
原

4
／
13　

井　
ト
ヨ
子（
83
）小　

原

4
／
17　

木
實
サ
キ
エ（
84
）湯
田
下

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（3月31日現在）

　男　　2,004人
（－20）

　女　　2,297人
（－15）

　計　　4,301人
（－35）

世帯数　1,760世
帯

（＋４）
※（ ）は前月比



�

BIRTHDAY
   H

A
PPY

4月
生まれ

まま あさあさ

まあさちゃん、１歳おめでとう！いつも
癒やしをありがとう♡これからもずっ
と愛されるキャラでいて下さいね♡

　平成 27 年度の自衛隊入隊者の激励会が管理
センターで開催されました。関係者から次々と激
励の言葉が寄せられると、今年度入隊する岩下天
海さん（中原住宅）は、「地域の方々に支えられ
て育ったので、今度は地域の方々を助ける立派な
自衛官になりたい」と抱負を述べました。
　岩下さんは南小国中学校卒業後に陸上自衛隊
高等工科学校に進学します。
　自衛隊員としての今後の活躍を期待しています。

自衛隊新入隊員激励会
自衛隊入隊を激励３/２

（月）

　今年も阿蘇小国郷ライオンズクラブか
ら、町内の市原小学校・中原小学校・り
んどうヶ丘小学校３校の新１年生 45 人
に黄色い帽子が贈られました。
　この活動は、１年生たちが正しい交通
ルールを守り安全に通学できるようにとの
願いを込めて行われています。平成 10
年に始まり、今回で18回目になりました。
　またこのほかにも、小国地区交通安全
協会から、ランドセルカバーと傘が、小
国地区防犯協会連合会、小国警察署か
ら防犯グッズが贈られました。
　入学式から１カ月が過ぎ、１年生たち
がやっと登下校に慣れてきたころです。皆
さん、黄色いお守りを身に付けた子どもたちを見かけたら特に、思いやりのある安全運転をお願いします。

たか

うみ

ライオンズクラブが黄色い帽子を贈呈
新１年生の通学時の安全を願って
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